
海自幹部候補生入校予定者が広島へ
上
自
衛
隊
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
入
校
へ
の
意
欲
・
意

幹
部
候
補
生
入
校
予
定
者
を
引
率
し
た
。

そ
の
後
、
校
内
の
施
設
見
学
及
び
学
生
と
の
懇
談
が
行
わ

衛
隊
幹
部
候
補
生
学
校
（
広
島
県
江
田
島
市
）
及
び
呉
地
方

の
後
に
学
校
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
入
校
予
定
者
は
少
し
緊
張

翌
日
は
呉
地
方
総
監
部
を
訪
問
し
、
幹
部
自
衛
官
と
の
懇

・
入
隊
で
き
る
態
勢
を
整
え
て
い
く
。

研
修
を
終
え
た
参
加
者
は
「
実
際
に
広
島
に
来
て
、
自
分

か
ら
精
一
杯
頑
張
り
た
い
」
と
前
向
き
に
話
し
て
い
た
。

二
人
が
参
加
し
た
。

生
活
や
入
校
ま
で
の
準
備
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

も
参
考
に
な
っ
た
」「
幹
部
候
補
生
学
校
を
訪
れ
、
い
よ
い

く
で
見
る
と
大
き
く
て
迫
力
が
あ
る
」
と
初
め
て
見
る
護
衛

生
や
ま
だ
受
験
を
迷
っ
て
い
る
若
者
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に

こ
れ
は
、
来
春
の
入
校
予
定
者
に
対
し
こ
れ
か
ら
進
む
海

総
監
部
（
同
県
呉
市
）
で
行
わ
れ
た
研
修
に
、
海
上
自
衛
隊

し
た
面
持
ち
で
含
蓄
の
あ
る
話
を
聞
い
て
い
た
。

空
佐
）
は
、
１
１
月
８
日
（
水
）
と
９
日
（
木
）、
海
上
自

初
日
は
、
ま
ず
幹
部
候
補
生
学
校
を
訪
問
し
、
概
要
説
明

け
た
。

的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
安
心
し
て
入
校

艦
の
姿
に
驚
い
て
い
た
。

よ
だ
と
い
う
実
感
が
湧
い
て
き
た
。
大
変
だ
と
思
う
が
４
月

思
を
高
め
て
も
ら
う
目
的
で
行
わ
れ
、
静
岡
地
本
か
ら
は
、

れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
今
年
入
校
し
た
先
輩
か
ら
学
校

が
入
学
す
る
学
校
や
職
場
を
見
学
で
き
て
よ
か
っ
た
。
と
て

談
や
護
衛
艦
「
か
が
」
を
見
学
。
護
衛
艦
の
見
学
で
は
「
近

静
岡
地
本
は
、
こ
れ
か
ら
も
入
校
・
入
隊
が
決
ま
っ
た
学

地本募集課長による「高等学校訪問」
募
集
課
長
・
伊
東
宏
之
２
等
陸
佐
に
よ
る
「
高
等
学
校
訪

業
（
同
市
）、
横
須
賀
（
同
市
）
小
笠
（
菊
川
市
）、
菊
川
南

実
施
予
定
の
自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験
へ
の
受
験
促
進
を
目

北
（
磐
田
市
）、
磐
田
農
業
（
同
市
）、
袋
井
商
業
（
袋
井

の
募
集
状
況
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
学
校
に
お
け

し
自
衛
官
候
補
生
の
制
度
及
び
今
年
度
の
募
集
状
況
を
説
明

の
自
衛
隊
を
担
う
優
秀
な
若
者
の
獲
得
に
全
力
を
尽
く
す
。

説
明
を
受
け
た
教
諭
か
ら
は
「
自
衛
官
候
補
生
制
度
は
、

味
の
あ
る
生
徒
に
は
し
っ
か
り
制
度
を
説
明
し
て
あ
げ
た
い
」

こ
れ
は
、
募
集
課
長
か
ら
県
内
高
等
学
校
の
進
路
課
長
も

当
日
は
、
伊
東
募
集
課
長
と
袋
井
所
長
・
湯
淺
幸
典
２
等

し
っ
か
り
面
倒
を
見
て
も
ら
え
る
と
聞
い
て
、
安
心
し
て
送

生
採
用
試
験
日
程
を
案
内
し
、
公
務
員
希
望
者
に
対
す
る
自

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
各
学
校
等
と
積
極
的
に
意
見
交
換

陵
（
同
市
）、
池
新
田
（
御
前
崎
市
）
各
高
校
に
お
い
て
、

市
）、
遠
江
総
合
（
森
町
）、
掛
川
東
（
掛
川
市
）、
掛
川
工

る
就
職
状
況
を
確
認
し
、
１
１
月
、
１
２
月
、
来
年
２
月
に

空
佐
）
は
、
１
１
月
９
日
（
木
）
と
１
０
日
（
金
）、
磐
田

し
く
は
就
職
担
当
教
諭
に
対
し
、
自
衛
官
制
度
及
び
今
年
度

空
尉
が
各
学
校
を
訪
問
し
、
募
集
課
長
か
ら
担
当
教
諭
に
対

し
、
自
衛
隊
に
対
す
る
認
識
と
理
解
の
向
上
に
努
め
、
将
来

衛
官
候
補
生
採
用
試
験
へ
の
併
願
等
受
験
促
進
を
依
頼
し
た
。

り
出
せ
る
印
象
を
受
け
た
」「
公
務
員
希
望
者
で
自
衛
隊
に
興

問
」
を
実
施
し
た
。

的
に
実
施
し
て
い
る
。

任
期
満
了
退
職
手
当
が
支
給
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
再
就
職
も

し
た
後
、
学
校
の
就
職
状
況
を
確
認
、
今
後
の
自
衛
官
候
補

と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
た
。

「森町産業祭」で自衛隊をＰＲ
振
興
を
図
る
目
的
で
例
年
開
催
し
て
い
る
も
の
。
イ
ベ
ン

こ
れ
は
、
森
町
産
業
祭
実
行
委
員
会
が
主
催
し
、
同
町

に
は
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
の
ほ
か
１
４
０
を
超
え
る
出
店
が

駐
車
場
（
周
智
郡
森
町
）
で
行
わ
れ
た
「
第
３
０
回
森
町

っ
た
。

元
の
学
生
な
ど
に
自
衛
隊
の
装
備
が
写
っ
た
缶
バ
ッ
ジ
や

携
し
、
担
当
地
域
に
お
け
る
広
報
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、

静
岡
地
本
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
し
ず
ぽ
ん
」

何
に
な
る
か
は
ま
だ
決
め
て
い
な
い
が
、
人
の
役
に
立
つ

カ
ー
と
白
バ
イ
の
展
示
や
消
防
に
よ
る
は
し
ご
車
体
験
も

わ
っ
た
。

て
知
っ
た
。
か
わ
い
い
」
と
喜
ん
で
い
た
。
ま
た
、
産
業

者
に
対
し
自
衛
官
採
用
制
度
説
明
な
ど
を
行
い
、
ブ
ー
ス

め
、
ひ
い
て
は
防
衛
基
盤
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

い
」
と
話
し
て
い
た
。

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
定
免
克
己
１
等

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
定
免
克
己
１
等

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
定
免
克
己
１

の
産
業
や
特
産
物
を
町
内
外
に
紹
介
し
活
力
あ
る
産
業
の

産
業
祭
」
に
お
い
て
広
報
活
動
を
実
施
し
た
。

当
日
は
風
が
強
か
っ
た
も
の
の
晴
天
に
恵
ま
れ
、
会
場

等
空
佐
）
は
、
１
１
月
１
９
日
（
日
）、
森
町
文
化
会
館

行
わ
れ
て
お
り
、
自
衛
隊
は
今
年
が
初
め
て
の
参
加
と
な

静
岡
地
本
は
広
報
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
家
族
連
れ
や
地

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
西
部
地
区
の
市
町
と
緊
密
に
連

に
は
３
０
０
人
を
超
え
る
来
場
者
が
訪
れ
た
。

祭
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
て
い
た
中
学
生
は
「
将
来

ト
に
は
公
安
関
係
の
職
種
も
参
加
し
、
警
察
に
よ
る
パ
ト

立
ち
並
び
、
約
２
３
０
０
０
人
も
の
来
場
者
で
大
い
に
賑

の
缶
バ
ッ
ジ
を
受
け
取
っ
た
子
供
は
「
し
ず
ぽ
ん
を
初
め

募
集
チ
ラ
シ
の
配
布
、
自
衛
隊
イ
ベ
ン
ト
の
紹
介
、
希
望

地
域
住
民
の
自
衛
隊
に
対
す
る
認
識
と
理
解
の
向
上
に
努

仕
事
が
し
た
い
。
自
衛
隊
な
ど
も
視
野
に
入
れ
て
考
え
た


